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岡山市子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果の概要 

１ 調査概要 

（１）調査目的 

岡山市の子育てを行う世帯の現在の幼児教育・保育事業の利用状況や今後の

利用希望、子育てについての要望等を把握し、岡山市子ども・子育て支援事業

計画等の基礎資料とすることを目的とする。 

（２）抽出方法 

市内に居住する０歳から小学校６年生までの児童がいる家庭の中から無作為

抽出 

（３）調査方法及び回収方法 

郵送による配布 

郵送またはインターネットによる回収 

（４）調査対象 

市内に居住する０歳から小学校６年生までの児童がいる家庭 

5,000 世帯 

（５）調査期間 

令和６年１月 23 日～令和６年２月 13 日 

（６）回収結果 

有効回収数 2,633 世帯 

回収率   52.7％（うちインターネットによる回収率 22.9％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※就学前児童・小学校児童の内訳不明が１件あるため、合計が全体と一致しません。 

【子どもの年齢別】 

年齢

０歳 307 11.7% 307 24.2% - -

１・２歳 373 14.2% 373 29.3% - -

３～５歳 588 22.3% 588 46.3% - -

６～８歳 712 27.0% - - 712 52.3%

９～１１歳 641 24.3% - - 641 47.1%

無回答 12 0.5% 3 0.2% 8 0.6%

合計 2,633 100% 1,271 100% 1,361 100%

全体 就学前児童 小学校児童
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２ 調査結果 

（１）保護者の就労状況や家事・子育ての状況 

① 母親の現在の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

② 現在就労していない母親の今後の就労希望 

     ※現在は就労していない、就労したことがない人のみ回答 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

③ 両親の共働きの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルタイム就労者が増加   H30 年度よりも、8.0 ポイント増 

共働き家庭が増加  H30 年度よりも、14.4 ポイント増 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」  27.6％ 

72.8 

58.4 

6.5 

6.9 

18.8 

26.7 

2.0 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度(n=2,633)

平成30年度(n=2,869)

共働き ひとり親（就労している） その他の家庭 無回答

25.0 46.2 27.6 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体(n=496)

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもがある年齢になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは1年以内に就労したい

無回答

39.1 

32.3 

8.5 

7.3 

30.9 

29.6 

2.1 

1.9 

18.1 

26.2 

0.9 

1.6 

0.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度(n=2,611)

平成30年度(n=2,843)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である
パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことがない
無回答
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④ 就労時間 

≪１日当たりの就労時間（母親）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪１日当たりの就労時間（父親）≫ 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

⑤ 男性養育者（父親等）の家事や子どもと関わる時間 

≪平日の家事等の時間の現状と理想（男性養育者）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪平日に子どもと関わる時間の現状と理想（男性養育者）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

『７時間以上』が全体で６割以上、就学前児童では７割 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.6 

0.6 

42.8 

41.1 

44.5 

35.7 

36.5 

34.9 

19.5 

20.8 

18.1 

1.4 

1.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,403)

就学前児童(n=1,195)

小学校児童(n=1,208)

4時間未満 ～7時間未満 7～8時間 ～10時間 10時間を超える 無回答

3.1 

2.7 

3.4 

31.4 

26.4 

35.9 

51.9 

57.4 

47.0 

10.1 

10.3 

9.9 

2.8 

2.5 

3.0 

0.8 

0.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,102)

就学前児童(n=984)

小学校児童(n=1,118)

4時間未満 ～7時間未満 7～8時間 ～10時間 10時間を超える 無回答

『８時間を超える』が全体で５割以上、うち「10 時間超」が約２割 

理想は『１時間以上』が約４割（40.3％） 

現状は『１時間以上』が約２割（18.7％） 

理想は『２時間以上』が４割 現状は『２時間以上』が約２割 

2.9 

21.0 

13.3 

22.1 

31.3 

23.6 

20.5 

13.3 

19.5 

9.5 

12.5 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想(n=2,633)

現状(n=2,633)

30分未満 30分～1時間未満 1時間～2時間未満

2時間～3時間未満 3時間以上 無回答

全
体

12.8 

47.9

34.1 

22.4

28.0 

12.6

7.2 

3.9

5.1 

2.2

12.9 

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想(n=2,633)

現状(n=2,633)

30分未満 30分～1時間未満 1時間～2時間未満

2時間～3時間未満 3時間以上 無回答

全
体
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（２）育児休業取得状況について 

① 母親の育児休業取得状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 父親の育児休業取得状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.2 

37.9 

31.1 

27.6 

19.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

n=2,186

育児休業取得者が増加  H30 年度よりも、13.2 ポイント増 

育児休業取得者が増加  H30 年度よりも、7.8 ポイント増 

約４倍（2.8％ ⇒ 10.6％） 

36.7 

47.7 

51.8 

38.6 

10.6 

12.9 

0.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度(n=2,633)

平成30年度(n=2,869)

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

1.1 

1.1 

10.6 

2.8 

83.0 

88.0 

5.3 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度(n=2,633)

平成30年度(n=2,869)

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

父親が育児休業を取得していない理由（複数回答） 

「仕事が忙しかった」が最多で 44.2％ 

※上位５位までを抜粋 
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53.5 

50.4 

24.9 

12.1 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

認定こども園

認可保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

n=1,271

44.7 

33.6 

18.6 

4.1 

4.1 

3.8 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子どもがまだ小さいため

利用する必要がない

利用したいが、施設等に空きがない

利用したいが、経済的な理由で施設等を利用できない

利用したいが、施設の場所やサービスの質など、

納得できる施設・サービスがない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

n=318

（３）定期的な幼稚園・保育施設等の利用状況について 

① 定期的な幼稚園・保育施設等の利用状況（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 今後、定期的に利用したい事業 

※現在の利用有無にかかわらず、今後の利用希望を回答（複数回答） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定こども園が増加 H30 年度よりも、13.1 ポイント増 

利用していない理由（複数回答） 

「認定こども園」が最多、次いで「認可保育所」「幼稚園」となっている 

30.3 

24.9 

10.2 

2.8 

29.8 

11.8 

16.5 

0% 10% 20% 30% 40%

認可保育所

認定こども園

幼稚園

企業主導型保育事業

25.0 

33.7 
利用していない

※上位５位までを抜粋 

※上位５位までを抜粋 

※0％・その他・無回答除く 

令和5年度(n=1,271)

平成30年度(n=1,180)
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（４）放課後児童クラブの利用について 

 現在の状況（小学校児童）  

① 子どもの世話をする人の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 利用状況（「平日に世話をする人がいない」と回答した人のみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の利用希望（就学前児童）  

③ 子どもの世話をする人の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 利用希望（「平日に世話をする人がいない」と回答した人のみ回答） 

 

 

 

 

「平日に世話をする人がいない」42.8％ H30 年度よりも約 10 ポイント増 

42.8 

33.6 

10.1 

10.1 

46.4 

53.2 

0.7 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度(n=1,361)

平成30年度(n=1,689)

平日の放課後、長期休業中の平日ともに世話をする者がいない

長期休業中（夏休み、冬休み、春休み）の平日には世話をする者がいない

保護者等で世話をすることができる

無回答

61.5 

50.9 

38.3 

48.8 

0.2 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度(n=582)

平成30年度(n=737)

利用している 利用していない 無回答

「利用している」61.5％  H30 年度よりも約 10 ポイント増 

「平日に世話をする人がいない」 55.9％ 

「現在の状況（小学校児童）」と比較して 13.1 ポイント高い 

55.9 13.7 28.6 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=1,271)

平日の放課後、長期休業中の平日ともに世話をする者がいない

長期休業中（夏休み、冬休み、春休み）の平日には世話をする者がいない

保護者等で世話をすることができる

無回答

96.9 3.1 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=710)

利用したい 希望しない 無回答

「利用したい」 96.9％ 

≪学年別利用状況≫ 

1 年生：85.6％ 2 年生：86.2％ 3 年生：76.9％  ４～６年生：32.1％ 
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（5）岡山市の子育てのしやすさの程度 

① 岡山市の子育てのしやすさ 

          

 

 

※『子育てしやすいと思う』（「そう思う」＋「どちらかと言えばそう思う」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 子育てしやすいまちにするために充実が必要だと思うこと 
※「子育てのしやすさ」に対して、「どちらかというと思わない」 

「思わない」とした人のみ回答（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.7 

59.9 

59.1 

41.6 

34.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育て世帯に対する経済的支援全般

仕事と子育ての両立支援

子どもが遊ぶ環境

認定こども園・保育園、幼稚園などの保育サービス

放課後児童クラブ

n=1,095

7.9 

6.2 

6.7 

6.1 

9.0 

6.2 

49.3 

48.2 

47.1 

42.1 

51.2 

52.4 

29.4 

29.7 

32.5 

32.4 

26.6 

27.9 

12.2 

11.3 

12.4 

14.7 

11.9 

8.9 

1.3 

4.7 

1.3 

4.7 

1.2 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度(n=2,633)

平成30年度(n=2,869)

令和5年度(n=1,271)

平成30年度(n=1,180)

令和5年度(n=1,361)

平成30年度(n=1,689)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

無回答

全
体

就
学
前

児
童

小
学
校

児
童

『子育てしやすいと思う』と回答した人が全体で 57.2％ 

就学前児童で H30 年度よりも、5.6 ポイント増 

「子育て世帯に対する経済的支援全般」が 64.7％ 

「仕事と子育ての両立支援」が 59.9％ 

「子どもが遊ぶ環境」が 59.1％ 

※上位５位までを抜粋 
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（6）子どもをもつことについて 

① 理想とする子どもの数と実際に予定している子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.0 4.8 51.2 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体(n=2,633)

実際が理想の人数より少ない

実際が理想の人数より多い

実際と理想の人数が同じ

無回答

3.8

17.1

40.8

49.5

44.9

23.8

9.5

5.7

1.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想(n=2,633)

実際(n=2,633)

1人 2人 3人 4人以上 無回答

理想の子どもの数では『３人以上』と回答した割合が５割を超える（54.4％）が

実際の予定では３割（29.5％）になっている 

実際に予定している子どもの数が少ない理由（複数回答） 

「実際と理想の人数が同じ」は 

約５割 

57.9 

39.8 

29.4 

26.4 

15.7 

13.5 

13.4 

6.9 

4.4 

3.4 

2.8 

1.6 

8.0 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

経済的負担が大きいから

仕事と子育ての両立が難しい

子育ての肉体的・精神的負担が大きい

妊娠・出産の肉体的・精神的負担が大きい

高齢で産むのはいやだから

家事や子育ての協力者がいないから

欲しいけど、子どもができないから

配偶者が望まないから

保育所等に預けられそうにないから

住宅事情が厳しいから

自分や配偶者の雇用が不安定だから

放課後児童クラブに預けられそうにないから

その他

無回答

n=1,054


